
平成 29年度第３回理事会議事録 

 

１ 開催日時    平成 30年３月 16日（金） 午前 10時 30分 

２ 場  所    岡崎市東部学校給食センター研修会議室 

３ 現在の理事数  ５名 

４ 出席理事及び監事 

     （理事）５名 

 鈴木司朗、蜂須賀俊光、後藤充人、天野渡、加藤基 

           （監事）１名 

               柴田匡司 

５ 欠席理事及び監事 （監事） １名 

山田隆司 

６ 事務局      事務局長、管理課長、業務課長 

総務係長、経理係長、 

  教育委員会総務課長、顧問税理士 

７ 議事の進行及び定足数の確認 

⑴ 議事の進行について 

   定款第 41条の規定により、理事長 鈴木 司朗が議長となり議事を進行した。 

⑵ 定足数の確認について 

事務局より定款第 42条の規定により定足数を満たしているので、本会が成立していることを告げ 

た。 

８ 議決事項 

第１号議案 平成 29年度公益財団法人岡崎市学校給食協会補正予算案について 

  第２号議案 平成 30年度公益財団法人岡崎市学校給食協会事業計画及び収支予算案について 

  第３号議案 公益財団法人岡崎市学校給食協会育児・介護休業等に関する規則の一部改正について 

  第４号議案 評議員会の開催について 

９ 議事の経過の概要及び議案別議決の結果 

⑴  第１号議案 平成 29年度岡崎市学校給食協会補正予算案について 

議長から事務局に第 1号議案について説明を求められ、別紙「平成 29年度公益財団法人岡崎市 

学校給食協会補正予算案」により、平成 29 年度歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 4,663 万

６千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 25 億 7,489 万２千円とし、理事会で承

認をいただく旨が説明された。 

 質疑はなく、議長は第 1号議案について理事に賛否を求めたところ、全会一致の議決を経て承認

された。 

⑵  第２号議案 平成 30年度公益財団法人岡崎市学校給食協会事業計画及び収支予算案にについて 

   議長から事務局に第２号議案について説明を求められ、別紙「平成 30年度公益財団法人岡崎市

学校給食協会事業計画及び収支予算案」に基づき、事業計画については、平成 29年度中に策定さ

れた「給食協会の基本理念」や平成 30年度中に実施予定の食育事業や給食調理事業等の説明がさ

れ、収支予算については、協会のパソコンセキュリティー強化を図る委託料の計上などにより、

総額で 975万円増の歳入歳出ともに総額を 26億 3,127万８千円とする説明がされた。 

加藤理事より、 

① 平成 29年度から新規で行われた農業体験事業のうちの「米作り体験」の参加人数の実績は 

② 「調理員学校訪問事業」の実績は 

③ 少子化といわれる中で、岡崎市小中学校の食数については減少傾向にあるのか 

の３点の質問がされ、 



事務局より 

① 「米作り体験」のうち「田植え体験」は 5月 27日に行われ、20組 55名の方が参加。 

「稲刈り体験」は雨天のため、「脱穀体験」に変更し、22組 43名の方が参加であった。 

② 「調理員学校訪問事業」については、県の栄養教諭と連携して行う事業であり、平成 29年

度の開催は、1月 15日に「六ッ美中部小学校」で行った１回であったが、今後は開催回数

を増やしていきたい。 

③ 全国的に少子化といわれているが、岡崎市においてはそれほど影響がなく、提供食数にお 

いて平成 30年度の予定食数は、29年度に比べ、小学校で 200食ほどの増、中学校で 190食 

ほどの減となっている。 

 旨の説明がされた。 

他に質疑はなく、議長は第２号議案について理事に賛否を求めたところ、全会一致の議決を経

て承認された。 

⑶  第３号議案 公益財団法人岡崎市学校給食協会育児・介護休業等に関する規則の一部改正につ

いて      

議長から事務局に第３号議案について説明を求められ、事務局より定款 39条第１項第９号に基

づき、協会の規定する規則の一部改正を理事会で決議するものであり、「育児休業、介護休業等育

児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」の保育所等に入れない場合、最長２歳まで育

児休業の再延長が可能とする法改正に準じて「公益法人岡崎市学校給食協会育児・介護休業等に

関する規則」の一部改正する旨が説明された。 

質疑はなく、議長は第３号議案について理事に賛否を求めたところ、全会一致の議決を経て承

認された。 

⑷  第４号議案 評議員会の開催について 

    議長から第４号議案について説明を求められ、定款の規定により評議員会の開催を理事会で決 

議する旨を事務局が説明した。質疑はなく、議長は第４号議案について理事に賛否を求めたとこ 

ろ、全会一致の議決を経て承認された。 

10 報告事項 

職務の執行状況について 

蜂須賀副理事長が職務の執行状況について報告を行った。 

 

 閉会 午前 11時 10分 

 

 


